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はじめに

本諏査報告書は､海外農業開発コンサルタンツ協会(AI)CA)のプロジェクト･フrインデ

ィングチームによって1989年6月12日- 7月1日まで実施された､

コスタI)カ国: テンビスケ河下流域総合開発計画

グアテマラ国: (1)都市近郊(sAl-ANA地区)農村総合開発計画

(2)グアテマラ国野菜種子増殖計画

以上三件に関するプロジェクトファインディング調査の現地報告書であるo

コスタリカ国の調査対象地区は同国内の穀倉地帯と呼ばれる太平洋岸北西部のグァナカ

ステ県エコヤ半島に位置するテンビスケ河菰域であるQ

当該計画地域であるテンビスケ河下流およぴ中流域の一帯では､海水の流入により約6

万haに亘る農地に湛水および塩水被害が発生し以前より農業生産上意影響をおよぼしてい

るo そのため, SENARA (かんがい排水庁)では､同河の下流と太平洋岸に接する河口部

に樋門を建設し､塩水害を防ぐ方針を打ち出した｡ 本調査団はSENARAとともに現地調査

を実施し､調査効果を踏まえ､対応策の検討とともに当該地域に適した開発計画の提案を

行った｡

一方､グアテマラ国では近年都市ヘの人口集中が著しく政_情不安や都市環境の悪化など

の問題が発生しているD そのため､グアテマラ政柄は､都市およぴ国内の主要と都市部

近郊における農村の総合整備をおこない農村部への定住化の促進と地域開発およぴ農業生

産振興を合わせた政策を打ち出している｡ 本調査は､その一貫としてグアテマラシティ

ー近郊(サラマ地区)における農村組合整備計画に関する調査である｡

また､グアテマラでは近年野菜の需要が食生活の変化とともに増加傾向にあるとともに

輸出生産品の一つにもなって来たo しかしながら､野菜種子はそのほとんどを海外から

の輸入に依存しているo 野菜作振興のためにグ7.テマラにおける種子生産開発計画に関

する調査を実施した｡

今回の調査実施に当たってはコスタ])カ国およぴグTテマラ国両国の在日本大使館なら

びに関係機関より資料･情報の提供等多大の協力を得た｡ ここに感謝の意を表わすとと

もに､今回の調査が今後実現に向かって進展することを願う次第ですo

1989年9月 ADCA詞査団員(内外エンジニ7リング株式会社)

進藤 澄雄 (地域開発､かんがい計画)

溝辺 哲男 く農業､径済)

-
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コスタリカ国チンピスケ河下涜域総合開発計画
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都市近郊(サラマ地区)農村接合開発計画
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グアテマラ国野菜種子増殖計画
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I ･ え乙宣⊥星旦旦三選遡塵皇国盈丑直

1
1 三三_え且生国旦艶星

1･1二盤塵盈

ヲスタT)カは中央アメl)カの南に位置し北緯8'30'-11115.､東経83-Sol-88■36.の範

囲にあるo 国土の総面積は5.1万kzn2であり､地形的に1,000mを越す中央高原地帯と太平

洋岸および大西洋岸の低平地に大別される｡

気候は標高差と地形条件によって異なり､低平地の熱帯性気候から中央高原地帯の温帯

性気候まで幅広く分布し変化に富んでいる｡ 中央高原地域と太平洋岸地域では明瞭な雨

期と乾期の区別があるが､大西洋岸地域では雨瓢と乾期の区別がなく年中高温多湿な気候

であるD

‾国内の総人口比約250万(1988年)でそのうちの約75%カ,＋首都サンホセを中心とした中

央高原地帯に集中してい･るo 人口増加率は1960年から1970年代まで3.6%と高かったもの

の1g70年代後半より現在まで､年率2.6%に低下し比較的安定した状況あるo 国内は行政

的に7つの県(サンホセ､グァナカステ､カルタゴ､リモン､エレディア､プンクレナス)

に分けられるはか､社会.経済的に 5ブロック(セントラル､チョロテガ､プルンカ､ウ

ェルタル･アトランテイカ､ウェルタル･ノルテ)に分割される｡

主要な産業は農業であり､農業生産部門は国内総生産額(GDP)の22%を産出するほか､

全就業人口の 30%に相当する23万人を雇用しているo

最近5年間(1980年-85年)の国内総生産は前年比と比較してマイナス成長ないしは低い

成長率を記録したo ('80年o.8%, '81年4.6%､ -82年9.0%､ ●83年2.3%､ '84年6.6%､ '85年

2.2%) その原因として､これまで国内の経済を支えてきた農業生産の不振があげられて

いる｡

1･2 農業生産の動向

国内における農業生産の成長は1970年代に年平均4.0%以上であったが､最近佃年(1

98年-84年)では､ 2.3別こ低下したo (コスタリカ中央銀行統計資料: 1985年)これは､

最近の年平均人口率z.6%を下回る結果である｡

国内における農業生産法全休的に停滞傾向にあるが､それはこれまで国内の農業生産

額の60%以上を占めていたコーヒー､バナナ､砂糖キビ､カカオ等の伝統的な輸出農産物

- 1 -



の生産が減少しているためである｡

また､コスタリカの農業は､地形および気象条件の違いにより､地域ごとに以下の様

に特徴づけられる｡

① 太平洋岸地域･･･- 稲作(陸稲)
､砂糖与ビ､および牧畜を主体とした大規模か

つ粗牧な農業

② 中央高原地帯･--･コーヒー､野菜および工芸作物(タバコ等)を主体とした小

規模かっ集約的な農業

③ 大西洋岸地域 --- バナナ､カカオ､ココヤシ等の永年作物を主体とした企業的

な農業

最近の農業生産の停滞と国内における農業生産地域においては以下の農業生産上の問

題点が指摘されている｡

① 農業生産基盤が未整備なため､気象異変の影響を受け易く生産が不安定である｡

(特に乾期における用水不足と雨期の排水不良)

② 農業生産資機材(肥料,種子､機械等)の多くを輸入に依存しているため､輸入品の

価格上昇にともない､生産資機材が不足傾向にあり､年ごとの農業生産環境を与えて

いる｡

③ これまでコスタリカでは､コーヒー,バナナ､砂糖キビ等の輸出用農産物の特化栽培

により､これら農作物の栽培技術ほ高いが､米や野菜頬等の食料農作物の栽培技術の

蓄積が少ない｡

1･3 塾墜農芸盟畳監査.

前述した様にコスタリカ国は国内を社会･径済地域として 5ブロックに区分しており､

そのうち本調査地区であるテンビスケ河流域一帯は｢Region 2 Chorotega(チョロテガ)地

域+に含まれる｡ 当該地域(ブロIyク)にいては1985年に国家経済企画省(LuDEPLAN)

によりテヨロテガ地域の開発計画の一貫として｢アデナル地区農業開発計画+が立案され

た｡

本開発計画の目的は農業生産の拡大を図ることによりチフロテガ地域一帯の社会.経

済およぴ住民の生活水準の発展と向上を目指すものであり､計画の骨子としては以下のと

_ 2 _



うりである｡

農業生産物の多角的拡大

かんがい施設の新設およぴ既存かんがい網の攻善

農業支援組織の確立

農業生崖物市場･涜通等のマーケテイングの整備

本調査対象地区は､アヂナル地区農業開発計画地区と隣接して位置するo

2. 基盤盈宣基盤塵.直伝遡塵だ旦藍盈証直

2･1書土塵_旦監象互星空旦吐

本建設計画は1978年にコスタrJカ国公共事業省(MOPT)と農牧省(NAG)によってテ

ンビスケ河河口に樋門を兼ねた橋梁を建設し､テンビスケ河下涜域一帯で発生している農

地の培書防止を主目的として立案された｡ (位置図参照)

さらに本建設計画の実施効果としては塩害農地の救済のほか,橋梁建設にともない､

首都圏と本開発計画地区およぴエコヤ半島との連絡道路としての利用により､交通時間の

短締､燃料の節約が可髄となり農産物輸送面での道路便益の発生があげられているo そ

のため､コスタリカ政府は農牧省の下部機関であるかんがい排水庁(SEⅣARA)が主体とな

り､樋門建設の技術的およぴ援済的妥当性の検討についての調査を実施することを望んで

いる｡

2･2 馳星空_≦_藍星

樋門およぴ橋梁建設候補地であるチンピスケ河河口一帯の調査を実施した結果､以下

の理由により本建設計画の実施は現段階では困難であると思われる｡ その主な理由とし

て､

① 極門建設候補地付近の水深は平均10Tq (最深部15Tn)あり､ゲート等の建設工事に当

たっては技術的に困発なことが予想されるとともに､鍾済的にもこれをカバーする便

益の発生が期待できない｡

② 現在,テyビスケ河河口から下涜域一帯では淡水業を主体とした漁業が営まれており､

樋門建設iこよる生腰系-の影響が心髭される.

- 3 -



③ 塩水被害の発生しているテンビスケ下涜蟻面積ほ約600 km2あり､そのうち塩害発生

農地は約3Q,OOha以上と推測されている. そのため､樋門建設だlナでほ､農地の救

済は困弊であることが予想されるD

⑥ 樋門建設した場合､そのオペレーション及甲メンテナンスに費用がかかり機能の維持

がむずかしい｡

以上の結果からのADCA調査団と本建設計画の維新母体であるSENAEAは､次頁に述べる

｢テンビスケ河下流域総合開発+として本調査地区と前述のアデナル地区農業開発計画と

を合わせ両域の総合開発計画策定を提案して､ SEⅣARA側とも協議し了承を得た.

3. 三三旦さ_と⊇竪王直垂産金国菱毒

3･1基礎調査

チンピスケ河ほ約‾3,200 kn2の流域を持っ大きな内川であるo 本河川の下流流域は

排水不良地になっており､その全体面積は約60,DODba相当が見積られる｡ 排水不良の原

因は主として下記の項目が挙げられる｡

① 上･中流域の降雨による続出量が下流域に出水するo 下流域では､排水路網の不備

のため流出量を充分に排水できない｡

② チンピスケ､ベベヂロ河またその支流河川を含めた諸河川は原始河川で､堤防が完備

されていないため､洪水時に水位が上がり沿岸流域に広く氾荘している｡

③ チンピスケ河は直接ニコヤ湾に注いでいるため潮位の影響を受ける･ (干満潮位差約

2.Om)このため､潮位と洪水が重なると排水能力が小さくなり､排水不良地域が流域

全体に広がる｡

このようなテンビスケ河下流流域における地域全体の開発を行うためには､まずマス

タープランを計画することが必要であるo マスタープラン作成のための基礎調査として

は､

① チンピスケ何と主な支線河川の水位観測及び塩水濃度の調査

② 洪水被害を受けている地域の確定萄査

③ 主要河川の横断面規模の調査
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④ 国立公園を含む湿原地帯の動物､増物の生態調査

⑤ 土壌･農業に関する現況調査

⑥ 水運工学､漁業に関する現況調査

以上の基礎調査を実施して､テンビスケ河下流の自然科学的､人工学的実態状況を明

確に把握することがいろいろな開発計画を立てる上で重要である｡

開発の策定に当たっては次のような開発プロジェクトが挙げられる｡

3･2 艶盤改良三三_旦土乞上

現在排水不良耕地や湿原地の排水改良によって 5,000-10.000baの開発単位で農業開

発プロジェクトを実施することが提案される｡

排水改良の方法としては､潮位の影響を受けない地区と受けている地区を分けて階段

開発を考えることが必要である｡ 特に潮位の影響を受けている地区については､

① チンピスケ河との出口にタイドゲ-トを計画し､支線読威全体の排7k改良を計画する

案(この場合支線河川の堤防の計画も必要)

②
一定の規模に地区を分割し､ブロック毎に堤防あるいはダイドゲートで河川浸水を防

ぐ計画とし､逐次プロ12ク毎に開発する案o

以上の 2塞が堤案される｡

3･3 金地上

排水改良が整備されると地区内の乾期の耕作のためにかんがい計画が必要とされる｡

水源はチンピスケ何の上涜に求めることになると考えられるが､用水計画はアデナル地区

農業開発計画に合わせ計画する占 その他として潮位の変化を利用したタイドイリゲーシ

ョンを計画することも提案される｡

コスタリカ国で現在実施されているかんがい方法は高原の一部コーヒー栽増を除きほ

とんどが重力かんがい方法であり､かんがい用の水源開発はこの点を考慮して調査計画さ

れねばならない｡
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本調査においては別図のようなブロック劃した開発計画が提案され､開発可能面槙は

下表のように見積られ､約31.500haが予定される.

直鎧iAa1

4.BOD

14,400

9,600

10,400

4,400

7,600

+iL_旦旦む

63.000

ブロック

(》

②

@

㊨

⑤

⑥

盟星空盟星型直直也由

2.400

7.200

4.800

5,200

2.200

3.800

___皿_____
31.500

‡開発可能農地面鏡はブロック面積の 50%と見積ってある｡

3･4 星馳上

計画対象となる地域は,現在排水不良地のため､生活道､農耕作道等の道路ネットワ

ークが未整備であるため､橋梁を含めた道路整備プロジェクトが必要となるo

特にチンピスケ河河口のブント･モレロにはかつて横断橋計画の調査も実施された経

緯もあり､この橋を含めた地域全体の開発に関わる道路計画真の策定が必要であるととも

に,その整備水準とプラオリティの評価を行うことが重要であるQ

3･5 基数之土乞土

地区内の大部分の農地はその所有が確定きれているが､国立公園も含む国有地もある｡

排水改良により農地は開発されるが､湿原資源､自然公園等を保全することも大切である｡

農地開発に当たっては､入植計画､社会インフラを含む農村総合整備が必要となり次のよ

うな計画が検討される｡

イ

ロ

八

求

上下水道整備

電力整備

農産加工､貯蔵施設

農業普及,指導､組織の確立の整備

学校､病院等の社会インフラ整備
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3･6 国立公園､リクレーションゾーンの保護と計画

現在テンビスケ河左岸は約100 km2に亘り､国立公園の地区指定を受けている｡ こ

の地域開発がどのような影響を与えるか､将来の開発状況を知る為のシュミレーションを

行い､動植物に対する保護計画を行うことが重要である｡ 又､リクレーションゾーンと

して観光開発計画も提婁される｡

以上の各プロジェクトについて､地域全件のマスタープラン計画を実施し､投資効果

の高い事業､あるいは緊急性の高い地域等を検討し､各プロジェクトのプライオリティー

を付け､フェーズ分けをすることが適当である｡

その次に適正な開発規模に応じた F/S調査を実施し､順次施工に移していくことが､

本プロジェクトのスムーズな開発事業実施のプログラムであろうと考える｡

3 ･ 7 三三旦二二三土工辻塾生圭_塗_色艶査盈旦

チンピスケ河下流域の調和ある開発のためにマスタープランを計画する｡ この計画

のための主な調査項目は次のとおり｡

1)測量1等高線間隔1.Omによる1万分の1地形図の作成

2)水文調査(特にテンビスケ河に関する水位変動等についての調査は重要)

3)地質､地下水､水質等自然条件調査

4)現況排水システムの解析と排水改良および農地復旧計画(洪水要因と対策､各河川

の虚原他の保全)

5)かんがいシステムの計画

6)農業生産調査と計画

7)土地所有と入植計画(新規農地の開発と入植の可能性)

8)人的資源(人工､雇用､労働､土地の配分､教育等)に関する調査

9)道路整備水準と地域開発へのインパクト評価と提言

10)農村整備状況調査と計画水準の提言

ll)環境保全とT)クレーションゾーンの提言

12)社会インフラ整備計画
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3･8 三旦_え王_旦土星塾主星

マスタープラン及びF/S調査についての実施スケジュールは次のように提案する｡

作業項目
年次

1 2 3 4 5

1.S/Yの取りまとめ

2.調査

(1)マスタープラン

(2)ド/S調査

(監ご㌣'a,lils)

[:=コ

[

l
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とチンピスケ河下洗域ブロック割開発計画平面図
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Ⅲ.塾亙直塾⊥旦j_ヱ塾区L_星起塵会規童貞土塵

1.グアテマラ国の概況

1･1地 勢

中央アメリカに位置するグアテマラ国は面掻は10g千km2であり､北はメキシコ､東

はペl)-ズとカT)プ海､東南はェル･サルパドルおよぴホンジュラスと国境を接し､ま

た南は太平洋に洗れているo 地形の特徴として中部から北西部に広がる山岳地帯と､

メキシコ国境の北部と海岸部の低平地帯の2つに分けられる｡ 河川の主なものは中央

山系から流れるリオ･マトク､リオ･ポロチの二河川はカリブ海に注ぎ､リオ･ネグロ

はメキシコ国境を疏れるリオ･サリナスに合挽する｡ 北部にはリオ･マボンがあり､

リオ･ベリーズに合流しカリブ海に涜れ出ている｡

1･2 気_象

グアテマラ国は北緯14o-18●30'､西緯88o30'-92110'の間に位置して､おり熱帯

に属する｡ しかし､国土の半分以上は山岳高冷地帯であり､この地域の気象は一年中

温畷で､常春を思わせる. しかし､北部低地域及び南西部海岸地方は､熱帯気候七年

中熱いo 気温は標高l.500-2,500の高原地帯は15'-20∴北部低地及び海岸地帯ほ25'

-30oとなる｡

降雨量は山岳部で1.000-1.500 mm/年､低地部で2.500-3.000 nm/年であるo 特

に山岳地帯は雨期と乾期に分けられ､降雨量は12月- 3月の期間が多く､ 4月-11月の

期間は少ない｡

1･3 匿薮盈造

グアテマラ国の総人口は 868万人で､産業の根幹は農業であり､国民総生産の約25

%､労働人口の 54%を占めているo それを反映して､輸出においても農産物の占める

割合が多く､コーヒー､バナナ､カルダモンの5品目だけで､全輸出量の 65%に達する｡

径済は､ 1970年に6%台の成長率を記韓したが78年から成長率は下落し､ 80年代前半

は経済活動が沈滞したo このため失業率が増加し85年には失業率約14%､不完全失業

率約46%を記録したほかインフレが進んだ｡ また､輸出入が減少する一方で対外債務

は増加した｡ しかし, 85年を底として経済活動は上向きになりつつあり､ 87年7月に
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同国政府は｢国家再編計画+を発表し､経済の再活性と社会基盤の整備に努めている｡

右計画の優先分野として､水道､′かんがい､土地､道路､食糧､住宅､輸出振興,

保健､教育､治安の9分野があげられている｡ なかでも欧雑用水､かんがい､土地開

発を最優先とし､農村整備､かんがい農業の開発プロジェクトを進めるものとしている｡

1･4 畳j

グアテマラ国の農用地は約455万haで国土の約4D別こ当たる. 当国は22の県から

成り立っているが､その気候国土もさまざまである｡ 主な農産物は､コーヒー､綿花､

バナナ､カルダモン､トウモロコシ､ジャガイモ､タバコ等の伝統作物に加え､近年農

業牧畜食糧省の指示による国策によって､非伝続的作物の栽培が活発になってきている｡

これらの農産物は大きく分けて気象条件､生産場所によって四つに分類することがで

きる｡ まず一つは､グァガテマラ市及びケツアルテナンゴ市に広がる高原地帯で冷涼

な気候を好むイチゴ､ブロッコリー､アスパラガス､レタス､セロリなどである｡ 二

つめは､比較的冷涼な気候を好むショーガ､ゴマ､カシュナッツなどである｡ 三つめ

ほ､太平洋岸地域で暑さを好むメロン､マンゴ､パイナップル､スイカなどである｡

最後は､気象条件に対する適応性が大きく､どの地域でも生産されているカルダモン､

オールスパイスなどであるo 野菜の栽培にもっとも適しているのは､グアテマラの高

原地帯であり､様々な野菜が生産されている｡

山岳部には全人口の 70%以上が住み､主要食糧の多くを生産している｡ この地域で

の営農形態は零細農家および小規模農家が多いのが特色で,これらの農家の貧困､都市

労働者との所得格差の増大等が問題となっている｡ 即ち,これらの地域での農業生産

の如何はグアテマラ国の社会経済におよぼす影響が非常に大きいことから､グアテマラ

国政府は農村整備を含む農業振興策を最優先させており､各関係においてもこの方針に

基づき種々の施策を構じている｡

なお､農業振策のための政策目標は次のとおりである｡

農牧産物の生産拡大､生産向上による自給自足化

雇用および所得の向上

輸出産物の生産多様化による輸出の伸長

農村整備による生活水準の向上

- ll -



1･5 皇墓進盈

1. 国

2. 独

3.政

4. 7T:

国

育

面

名

立

体

首

A
コ=

那

積

人 口:

人口増加率:

人種構成:

宗 教:

三五.
d Erlj ＋

主要経済指標

グアテマラ共和国(Eepublica de GuateTnala)

1982年 9月15日

共和制

ビニシオ･セレソ･

(キリスト教民主党,

一院制､ 100議席

グアテマラ市

108.889平方キロ

868万人(1g88年)

2.2%

7レバロ大統領(vinicio Cerezo Arevalo)

1985年12月選出､ 1986年1月退任､任期5年)

原住民 56%､欧州系白人 8%､混血36%

カトリ
ック

スペイン語

(1988年､

国民総生産

一人当りGNP

財政規模

財政赤字

貿易(輸出FOB)

(輸入cIF)

主要輸出品目

外貨準備高

対外債務残高

2. 計画の背景

グアテマラ統計局)

11.630百万ドル

1,340ドル

20.7億ケッツアル

2.4億ケッツアル

874.2百万ドル

1,105.7百ドル

コーヒー､バナナ､綿花,砂糖､カルダモン

△385.8百万ドル

28.4億ドル

近年グアテマラ国政府は郡市近郊の生産基盤のもろい小規模径営農家に対し､近郊

農業開発及び現況農業の改善を緊急課題としている｡ 農業振興を促進するためにかん

がいを主とする生産関連インフラ整備が基本条件であるが,現況の国の財政､農業技術

では､充分な整備を行うことは無理な状況で厳しい条件のもとにあるo

国家再編計画においても､農業部門は重要な位置を占めているo 飲料水､かんが

い､水路､土地整備を主とした農村整備事業は地域経済の振興に大きく貢献する｡ 地

域開発及びかんがい事業は担当している農業総務庁(DGSA)は､グアテマラ市より北へ

100Km､模高1,000- 1.500の位置にあるサラマ地区を農村総合開発地区に取り上げ､
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1982年プレ･フィジビリティスタディを実施したo

現在日本青年協力隊の技術者が三人本地域に派遣されており､道路､かんがい施設

等の改善､生活指導､養鶏を含む畜産指導などをしているc 今後の事業を早期に実施

するため日本政府への技術協力を期待している｡

3. 宣土直旦且迫

サラマ農村総合整備開発計画の実施により､生産関連インフラ整備,農業開発の近

代化､生産性の改善､農村人口の雇用拡大､農民の定着化等を達成するとともにグアテ

マラ国の農業振興に貢献する｡ この結果により､グアテマラ市周辺及び地域に及ぼす

波及効果が大きく期待が出来る｡

①

@

③

㊨

⑤

@

⑦

本計画の内容は､

水源開発(ダム: tt= 40Tn､ Y= 4.000万m3)

かんがい計画( 5.300ha)

飲雑用水の供給

農道整備

農産物集出荷場､および加工施設の整備

小規模発電

淡水魚養殖

等であり､これらの事業の実施による受益農家の所得の増大､生活水準の向上達成

を目的としている｡

4. 辻匝塾区旦艶星

① 自 然

計画対象地区であるサラマ及びサンへロニモはグアテマラ市より北へ約100Em､気

象は温暖で､平均気温208C､降雨は年間700- 1.200mn/年である｡

(各 農 業

計画地区の地形は8%以下の平坦な盆地で､農地に適しており､土壌も洪積土で土地

分扱もⅠ-Ⅲ級の範囲にある｡

本地区の主な農産物はトウモロコシ､フ.)ホール､大豆､トマト､トウガラシタマ
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ネギ等である｡ 現況における栽培は特にかんがい施設を導入しておらず天水によ

っている｡ 従って不規則な降雨によるかんばつ被害を受けやすく､安定した栽培

が困難な状態であり､作付率も低い｡

計画対象面積は大きく 2地区に分かれており合計すると 5,300haと見構られるo

(包 社会条件

本地区にはサラマとサン･へロニモの2つの市街地があり､地域住民の商業､流

通､教育等の中心となっているo

本地区の人口は 5万6千人が生活しており､ 75%カi農村部に生活している｡ 農村部

においては飲料水の確保､電化等の社会インフラ整備が遅れているc

5.辻国旦.巴査

5･1虫左赴監塾生監嵐

冬期の干ばつ､不規則な降雨対策として､かんがい施設の整備を行う｡ 施設は水

源施設､取水施設､配水池､配水路網等で､約5,300haのかんがい可能地と対象に行うo

かんがい対象面積は大きく次の二地区からなるo

∫)北部開発地区

也_+象艶匡昆塁塾.区

計

2,400ha

星⊥_旦旦旦垣

5,300ha

年間降雨が700mTn- 1.200Tbmと少なく､一定した用水を持たないため安定した栽培

営農を確立するためにかんがいが必要である｡ 用水計画として南部地区の水源となる

リオ･サラマ､リオ･フラウタス､リオ･チラスコ､リオ･サンシドロの河川水を利用

するo また､北部地区はリオ･サンミゲルから取水する南部の水源開発のためI)オ･

フラウタスにはダム(高さ 40n､ロックフィルダム､貯水量4,000万n3)を計画し小水

力発電も合わせて行う｡

その他にはダムからの取水施設と､リオ･サラマから取水のために頭首工､更にほ

地区内への配水ための水路細､配水管綱等であるo
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5･2 栽培計画

現況圏域ではマイス､豆､小麦､ソルガム､トマト､トウガラシ等であるがかんが

い施設の導入におよって､これらの作物の生産量拡大のみならず換金性の作物となる野

菜､果樹､タバコ等の生産が可能となる｡

本地区の近隣で行われているかんがい事業の例から､かんがい畑の生産量と無かん

がい他の生産量とは次のような差が見られ､

作物
かんがい畑の生産量 無かんがいの生産量

(TN/ha) (TM/ha)

Maiz 50qq/ha 2.3 28qq/ha 1.3

Frijol 35qq/ha 1.6 21qq/ha 1.0

Trigo 45qq/ha 2.0

Sorgo 40qq/ha 1.8 25qq/ha 1.1

Tomate 800caja/ha 18.4 400caja/ha 8.2

Chile 800caja/ha 16.4 400caja/ha 8.2

Cebolla 125qq/ha 6.0

Brocoli 100qq/ha 4.5

Pepino 750caja/ha 20.5 350caja/ha 10.3

Sandia 250qq/ha ll.4

Mani 50qq/ha 2.3 25qq/ha 1.1

Tabaco 30qq/tla 1.4

従ってかんがい施設の導入は生産量の拡大のみならず､多様な作物栽培を可能にす

る水源及びかんがい計画位置と施設を図-1に示す｡

5･3 童塵畳鹿

現況の地区内道路は国道3号と17号を除き未舗装道路ある｡ 特に農道は整備が悪

く､土地利用の上から障害となっているo 計画に当たっては利用度のプライオT)ティ

を詞書し､適正な道路整備の計画を立てる｡
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5･4 星墓皇星組塵塵豊里堂塵

かんがい事業によって拡大される農産物はトマト､タマネギ､ブロッコリー､アス

パラなどの換金性の高い野菜と果樹が主となる必要がある｡ 従って､農産物加工､涜

通施設等の整備及び処理機械矯の改善をおこなう必要がある. これらの施設はサラマ

及びサン-ロニモに計画する｡

5･5 塾全土∠ヱ_乏適塾旦竪藍

屋村及び市街地に対する水道は､現況では充分な施設を持たないため､新しい水源

確保と配水施設を計画する必要がある｡ また､生肩条件改善､農業技術普及向上のた

めに､農村改善センター(兼研修センター)
､教育施設､文化施設等の整備計画を行うo

同時に管理に必要な事務所､機械の導入計画を行う｡

6. 事業実施計画

当該計画の実施に当たっては次のような開発計画工程のもとで行うこととする:

① 地域全体の農村総合開発のマスタープランを作成し､優先事業のプラリオリティと

階段開発のフェーズ分けを計画する｡

② 優先事業についてF/S調査を実施する｡ (日本-の技術協力)

③ 事業の実施(日本への資金協力)

7. 調査実施

事業の実施に先立ち本地域開発のマスタープラン､及びF/Sほ次のような調査スケ

ジュールで実施されるo

監査互生三三+二∠ヒ

19gO 1991 992

1. S/肝の取りまとめ

2.調査

(1)マスタープラン

(2) F/S調査

[コ

⊂コ
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Ⅲ. 空_乙三三え堅塁墓塵王堕塾証塾

1.
二_盤､遡_盟

中央アメリカに位置するグアテマラ国ほ､北をメキシコ､東をペリーズさらに､東

南部をホンジュラスとエル･サルパドルに国境を接している｡ 国土面積は10.9万Em2

であり､人口ほ1988年現在868万人であるo 国土の7割は山岳地苛で活火山が多く､

気候も地形によって高原地帯は温顔,北部低地帯および南西部海岸地帯は高温多浸とな

っている｡

この様な国内における変化に富んだ気候と肥沃な土壌は各種の農産物の栽培を可能

にするとともに､農業がグアテマラの産業および経済の根幹をなしている｡ 農業生産

額は国内総生産額( GOP)の約1/4
､農業従事者数は総労働人口の54%を占める｡

輸

出においても､農産物の占める割合が多く､コーヒー･綿花･砂糖･バナナおよびカル

ダモンが主要輸出品であり､総輸出額の 65%を占めているc

国家経済は, 1980年前半より成長率が低下したが､ 1986年以来回復基調にある｡

さらにグアテマラ政肘は1987年に｢国家再編計画+を発表し､経済の再活動化と社会基

盤整備に務めている. この計画においては農業基盤の開発整備による農業生産の拡大､

生産性の向上を通じて農民所得の増大および農民の生活水準の改善を目指している｡

2. 証鼠色萱呈上弛

2･1 董_+邑

グアテマラ国においては､基本的な農業生産資材の一つである野菜種子はそのほと

んど(98%)を海外からの輸入に依存しているo 近年､野菜の需要は食生活の変化と

ともに増加傾向にあり､これに伴って都市近郊を中心に野菜栽培への志向が高まってい

る｡また､野菜は同国にとり重要な輸出産品の一つであるにもかかわらず､国内におけ

る野菜の生産は一定の伸びを示しておらず､供給も不安定な状況にあるo 輸出量にお

いても1981年以降停滞しているほか､輸入種子た多くを依存することは野菜作振興上で

最も大きな阻害要因となっているo 自国の産地に適した種子を安価に安定して確保し､

国内種子の自給率を高めることは野菜作振興を図る上で重要である｡ この様な状況か

ら現在､農業牧畜食糧省の農業科学技術庁(]cTA)は種子の生産､増殖技術について研

究を進めている｡

また､グアテマラ政府は本格的な野菜の優良種子の生産､増殖事業の確立､普及並

I 18 -



ぴに種子の安定的供給を通じて､国内野菜生産を向上させるためICTAを事業機関として､

グアテマラ州チマルチナンゴに野菜種子の増殖を計画しているo

2･2 目 的

種子生産､増殖計画の目的は以下のとおりである｡

1)優良種子の生産･増殖をつうじて､種子の安定的供給と国内における農業生産の拡

大

a.輸入種子-の依存割合を低減させることにより､外貨の節約をはかる

b.安価で優良な種子の安定供給により､野菜の生産性を高め､農民の所得水準の向

上を目指す

e.優良野菜の生産により､輸出の拡大と加工産業の増加による雇用機会の拡大

d.野菜生産費の低下と販売価格を安定させ､食生活の向上に応える

2)野菜種子の生産･増殖技術の確立

a.原原種､原種､保証種子の確立と生産

b.生産地域の気象､土壌等自然条件に適した種子生産

c.優良品種の選定､バイオ技術等により当国の農業技術の向上を図る

3. 計画地区の概況

3･1 位 置

事業実施機関となるICTAは全国に19ヶ所に試願研究および栽培圃場を有している｡

原原種あるいは原種の研究･選定等の試験･研究と栽培圃場はグアテマラ州チマルテナ

ンゴ農場で実施される｡ ここでは現在､小規模な試験段階的なものであるが､原種の

採取､選定研究をしており首都グアテマラ市から35E7nと近く､アクセスも良いo

保証種子の栽培に関しては気候条件､農場規模から勘案してケクルティナンゴ､エ

ル･プログレソ､サカバ等サン･へロニモの農場で実施される｡
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3･2 地 理

主要な研究,栽培施設が計画されるチマルテナンゴは､首都グアテマラから西-35

冨mの位置にあり､国道1号線が通っている｡車による所要時間は1時間であるo 保証

種子栽培圃場の計画されるケクルテナンゴほ首都から酉へ約13D伽､尊による所要時間

は 2時間程度となる｡ チマルチナンゴとケタルテナンゴはいずれも標高は約1500- 2

000m程度の位置にある｡

ケタルテナンゴ同様に圃場が計画されるエル･プログレソとサカバはグアテマラ市

の東側に位置し,距離は7DETnと150Kmの位置にある｡ アクセス道路は国道20号､ 28号

が主となり､すべてアスファルト舗装道路となっているo また標高は 200- 1500mに

ある｡

3･3 良_墜皇且土.星差送盟

主な試験栽培及び増殖圃場となる地域の自然条件と農業状況は次のとおりであるo

-

チマルチナンゴ地区(ICTA圃場面積: 42ha.原種栽培)

この地域はもともとコーヒーの生産が多く､生産量ほ国内一である｡ また‾､フ

リーホーレス､ソラマメ､リンゴ､ナシ､小麦等の作物生産も盛んな地域である｡

この地域の北部は年間降水量が1000m､ 南部･は4000mm､と異なる0 年平均気

温は20oCo 標高は1700- 2000Tnである｡ 川が渓谷に流れている.

1ケタルテナンゴ地区(lCTA圃場面積: 150ha,保証種子栽培)

この地域はソラマメ､コーヒー､リンゴ､ナシ､スモモ､小麦､棉の生産が多く､

リンゴ､小麦は国内一の生産高である0 年間降水量は中部4000mn､北部1000TnTn､

南部2000Ⅷmであるが年によって異なる｡ 年平均気温は中部20●c､北部15oC､南

部が25'cである. 標高は2000- 2800Tnである｡ 南部は小さな川がいくつも流

れており栽培面積は小さい｡

-サカバ地区(ICTA圃場面積: 80ha.保証種子栽培)

この地域はトマト､タバコの生産がさかんである｡ タバコの生産量は全生産量

の 22%を占め全国一であり､トマトの生産量は全国第二位である｡ 年間降水量

は 500-2000mmで60日雨が降る0 年平均気温は20-25oCであるo 地形的には

傾斜地が多く､標高は 300- 1500mである｡ モクグァ川がこの県を二つに分け

ている｡
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-エル･プログレソ地区(JCTA圃場面積: 100ha,保証種子栽培)

この地域はトマト､トウモロコシの生産が盛んである｡特にトマトの生産塁は

全国一であり､国内生産の77%を占めている｡年間降水量は1000-200Ommであ

る0 年平均気温は251cであるo 標高は1300- 15OOⅧであり､地形的には傾斜

地が多いD

以上の気候と栽培状況からチマルテナンゴとケ夕ルテナンゴのLLt岳地帯ほ葉菜類､

また､低地のサカバほ果菜現の栽培に適しているQ

4. 量‡塵生色査

4･1 生塵丑塵

｢野菜種子生産･増殖計画+の内容は以下のとおりであるo

1)対象面積および生産方式

-プロジェクトの対象面積はICTAチマルテナンゴ農場を主とし､約5Ohaで原原種

および原種の栽培を行なうo

-原原種､原種栽培はネット-ウス､グラス-ウス､露地栽培等でおこなうo

一保証種子はICTA農場3ヶ所(ケクルテナンゴ,エル･プログレソ､サカバ)を

主とし､不足する農地については各県に設置されているLCTA農場でおこなうo

全体の栽培面積は400ha程度が見境られるo

-各ICTA農場で栽培きれた保証種子はグアテマラ市に近いJCT.4農場センターに計画

される精選工場にて選別､パッケージングを行なう｡

2)対象種子

たまねぎ

にんじん

トマト

メ ロン

とうがらし

オクラ

キュウリ

8

9

10

さやいんげん

いんげん

えんどう
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3) 目標生産量

各種子別の目標生産量は生産量と種子輸入量の関係から下記のとおりとする｡

品 名

たまねぎ

にんじん

トマト

メロン

とうがらし

オクラ

スイカ

さやいんげん

いんげん

えんどう

生壁旦産土旦立 麹△量地

44.000 175.251

3.5DD 13.816

1.500 6,052

gOO 3. 580

300 1.111

500 1.810

70D 2.457

3.000 11,967

6.000 24.162

15.000 59.409

注: 輸入量の 約 25%を目標とするo

4)栽培面掻

上記の野菜の保証種子栽培にあたっては年2回作付するものとして約400haの栽培

面積が必要となる｡

4･2 事業の運営

1)事業実施主体

本プロジェクトの事業実施主体は農業科学技術庁(INSTITUTO DE CIENCIA Y TEChTO

LOGIA AGRICOLAS -ICTA-)である｡ ICTAは本部をグアテマラ市内に置き､農業試験場､

その他､小試験場を地方に持つ農業牧畜食糧省の一機関であるo その目的は､農牧畜

技術に関-して研究を行ない､その結果を農民に広く奨励､農民生活の向上ひいては国内

経済に真南発することを目指している.

主な部門は作物生産技術部門､牧畜生産技術部門､企画部門､管理財政部門であり､

事業としては主要作物の栽培技術研究､畜産関係技術の研究､農業牧畜食糧省の他の機

関(DIGESAおよびDIGESEPE)との協力による技術普及活動､出版･放送を通じての啓蒙

活動等を行なっているo この中でも大きな事業の一つとして小麦､トウモロコシ､ジ
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ヤガイモ､豆類およびソルゴの種子生産(原種を含む)とその販売を行なっているo

野菜種子に関しても研究段階ながら優良種子の採取･保存を行なっており､育苗技術者

の育成も実施している｡

2)遷宮組寿読

本プロジェクトの実施運営に当たってはICTAがその経験を広げる形で行なわれ､種

子の研究栽培および生産された種子も1CTAの流通機構に乗せる計画である｡ 施設完成

後のスタッフと組織は下記のように計画するo

Gerente General

Jefe de Produccion

Jefe de AdmiTtistrativo

Jefe del Area Agricola

Tecnicos procesa7niento

Contador

Extensionistas

Secretarias

Cbofer

G□ardian

Total 15

上記の組綴人員にてプロジェクトの運営を行なう計画であるo

3)種子の流通と価格

a.種子の流通

種子の流通に関しては現在､既にICTAは主要作物種子(小麦､トウモロコシ､ジャ

ガイモ､豆類､ソルゴ)の販売を行なっているので､本プロジェクトで生産された種子

もこの流通経路を使って販売さj'Lる｡
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子流通チャンネル

本プロジェクト/ICTA

(種子生産センター)

ー原種､保証種子

他県のICTA

農業試験場

販売店 仲買人

小売店

最 終

需要家

b.保証種子の価格

野菜種子の価格はICTAが実勢価格を評価しながら決めるものとなるo 現在(1988

年)の輸入価格は下記のとおりであり､ 1985年の価格と比較すると 2-10倍の上昇を示

しているQ

晶_旦 塵_過

たまねぎ 48.23Kg/USS

にんじん 19.62

トマト 346.20

メロン 116.55

とうがらし 83.86

オクラ 51.83

キュウリ 60.g9

<この価格はSEMECA. S･Aの資料>

4･3 施設計画

品_且 直_逢

さやいんげん O. 78Kg/USS

いんげん o.89

えんどう o.54

1)施設配置計画

本プロジェクトの全体施設の配置は次のように計画さ4-Lる｡

① 種子の試験･研究およぴ瞭種栽培- チマルテナンゴJCTA圃場: 50ha

② 保証種子栽培圃場 一 名県のICTA圃場

葉菜類;ケクルテナンゴを主とし

山岳にあるICTA圃場 : 200 ba
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果菜類;サカバ圃場を主とし

低地にあるICTA圃場

③ 精選工場およぴパッケージング ー グアテマラ市近郊ICTA圏場

2)圃場整備計画

a.かんがい排水設備

: 200 ba

原種栽培プロジェクトの計画地区は年間少なくとも1DOOmm以上の降雨があるが11月

- 3月までほ降雨も少なくぼらつきが大きい｡ 従って種子の生産増殖および野菜栽培

には自然降雨だけの用水では不十分であり､かんがい施設さらには排水施設が必要であ

るo

① チマルチナンゴ圃場

この圃場は原種､麻原種の栽培と一部の保証種子を栽培する｡ 本プロジェ

クトのセンター的圃場であり､従ってネットハウス,グラスハウスは勿論､

露地栽培地においてもかんがい施設を計画するo

一取水設備

現在当園場には井戸が一本設置さj'Lて,水道と一般作物栽培に使用されてい

るo 従って野菜種子栽培のための用水療としてほ圃場の南側を流れている

リオ.グァカラテの表涜水を利用するo
･川幅10Tn程度の川であるが､本圃

場で利用する水量約40L/secは充分取水する事ができる｡ この川の渇水量

は200L/sec程度とされている｡ 喝で取り入れた水はポンプにより圃場へ読

水する｡

-かんがい方法

圃場でのかんがい方法は野菜かんがいに適したスプリンクラーおよぴドリッ

プかんがいとし､その施設を導入するo

一排水設備

現況の圃場内には排水設備はほとんどない｡ 土質は排水性の良い砂質系の

ローム層であるが､ネット-ウス､グリーンハウス等は恒久的な圃場施設と

なるため暗渠､明渠等の排水設備を計画する｡

② その他の圃場

保証種子栽培圃場においても栽培と品質管理のためにかんがいを行なう計画と

し､用水源として井戸を計画するo 井戸は5Ohaに1ケ所程度とするc かん

がい方法ほ畝聞かんがいを主として､ 5ha程直の移動式スプリンクラ-セット

を各圃場に配置する｡
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b.農道整備

圃場内には生産管耳に必要な道路を建設するo 採種圃場の配置､また植え付け採

種等のために農道整備が必要である｡道路幅ほ 5-3mとして､砂利舗装を計画するo

3)原種栽培及び育種施設,

チマルテナンゴのICTA現圏域を採種圃場とし,原原種･原種増殖生産をするものと

し､下記の施設を計画するo

a.露地採種圃場: (42ba)

生産量の多いたまねぎ､にんじん､さやいんげんおよぴオクラは露地栽培とし､き

め細かな水管理を行なうためにスプリンクラーかんがい施設を導入する｡

b.ネット-ウス: 77n X 501n (350m2) 10棟

トマト､キュウリ､メロン､とうがらし等の原種､保証種子の生産を行なうo ま

た露地栽培予定の作物の中でも改良品種など異品種の栽培を行なう場合は､ネットハウ

スにおいて行なうQ

c.グラス-ウス: 5m x 40Tq (200m2) 1棟･

温度､湿度､照度等が調整可能な施設とし､各種栽培試顔を実施するとともに､凍

原種の採種を行なう｡ また､将来において育種を行なう場合はグラス-ウスにて実施

する｡

4)野菜種子プロセッシング施設: Son X 55m (1,650m2) 1棟

本施設ほICTAの各圃場から集められる保証種子の乾燥､精選､消毒､包装､貯蔵､

検査､出荷を目的とする｡

a.乾燥設備

通常種子ほ自然乾燥とするが､乾燥が不十分な場合､最適水分状態とする乾燥機を

設備するD
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b.種子精選設備

種子精選設備は対象品日である10種類の野菜種子を3系統に分け､それぞれの種子

の形態､形状にあった精選行程を行なう｡

ラインA 対象種子: にんじん､トマト､とうがらし

バケットエレベーター

･ 毛除機

･ 粒型選別機

･ 風選機

･ 比重選別機

ラインB 対象種子: たまねぎ､キュウリ､メロン

バケットエレベーター

･ 粗還機

･ 石取機

･ 粒型選別機

･ 風選機

･ 比重選別機

ラインC 対象種子: さやいんげん､いんげん､えんどう､オクラ

バケットエレベーター

･ 粗選機

･ 石取機

･ 粒型選別機

･ 風選機

･ 比重選別機

c.消毒ライン､計量･包装ライン(袋詰､缶詰)

･ バケットエレベーター

トリエークー

計量器

･ 封袋機

･ 缶詰機
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d.検定用および少量種子用精選装置

検定用および原種等の少量種子の選別あるいは本ラインでの精選開始前の実験用と

して､ラボラトリーサイズの精選機を設置するo

･ 石取機

･ 比重選別機

･ 風選機

･ 転選機

･ 毛除機

･ 粒型選別機

e.野菜種子検定･研究用試験機異

種子の検定および研究用として種子加工施設屋内に実験室を設置し､各種試顔機具

巷設置する｡

f.種子貯蔵庫: 15m x 30m 450m2 1棟 (機材室を含む)

精選済み種子および包装済み種子の短期貯蔵を目的として､適切な温度および湿度

を維持するためにコントロール装置を設置するo

5)組織培養美顔施設

本施設はチマルチナンゴ圃場に計画し､ニンニク､バレインョ､イチゴ等の成長点

の組織培養によりウイルスフリーの種苗採種を白的とするQ

･ 培養室 35m2

･ 馴化室(グリーン-ウス) : 70m2

上記施設ほいずれも空調､照度調整可能な施設とする｡

6)その他建物

原種､育種を行なう本プロジェクトのセンター的役割を果たすチマルテナンゴ圃場

には下記の建物を計画する｡
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･ 事務所並びに研修室

･ 倉庫(トラクター､農機具格納庫用)

･ 堆肥舎

･ 宿舎

7)車両､農業機械類

ランドクルーザー

トラック 4ton

2ton

フォークリフト くバッテリー)

トラククー

トラクター用アタッチメント

Tイ フー

動力噴霧器

背負式噴霧器

1棟

1棟

1棟

1棟

2台

1台

2台

1台

3台(大型1､中型2)

3式

3台

3台

5台

こjlらの車両,農業機械類は栽培､採種､輸送等必要に応じて各圃場やプロセッシ

ング填で利用するo

5. 建設コスト

(1)国場整備率業くかんがい施設､排水施設､農道) : tJSS

(2)採種栽培施設(ネット-ウス､グラスハウ.ス)

(3)種子プロセッシング施設及び検定機械

(4)貯蔵庫

(5)組寺読培養施設

(6)その他建物(事務所､研究棟等)

(7)車両.農業機械類

850,000

1,200.000

2,850,DOO

800. 000

550.000

1,900.000

380,000

合 計
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6. 事業実施による効果

プロジェクトの実施による､事業効果として下記の項目が挙げられる｡

(1)種子の輸入依存を減らし国家経済に寄与する｡

(2)優良種子により野菜生産物の単位収量を増大するQ

(3)野菜生産地域の農民の所得向上をはかる｡

(4)グアテマラ国における種子生産の技術向上をほかる｡

(5)優良野菜生産にともなう輸出量の拡大

このプロジェクトはグアテマラ国における保証種子生産を行なう唯一のものとして

建設される｡

プロジェクトの事業連官費ほ保証種子の販売によって補う計画である｡

ICTAの国場400haから生産される種子は大概T5ton/yearと予測されるo種子価格の変

動はあるものの､市販の価格を1/4程度と見積り販売するとUSS980.000となるo

一方事業運営費は職員人件費及び生産費をも含めて大概LTSS600.000となるc 従っ

て､本プロジェクトは独自による事業運営を可能とした計画であるo
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事業実施スケジュール
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種 子 販 売 計 画

品 名

ララ言寄‾

ニンジン
トマト
メロン

トウガラシ
オクラ

キュウリ

きやいんげん

いんげん
エンドウ
‾‾‾‾答辞‾

販価

堕幽
48.23

19.62

364. 20

116.55

83.86

51.83

60.99

0.78

0.89

0.54

生産目標

_a 44.000
3.500

1.500

900

300

500

700

3,000

6.000

15.000

75.400

輸入量 販売予定

_iBgLR175,251 16.08

13.816 .6.54

6.052 12l.40

3,580 38. 85

1.111 27.95

1.810 17.28

2,457 20.33

ll.967 0.26

24､162 0.30

59,409 0. 18

299.615

予価×生産

_A707.520.00
22.890.00

182. 100.00

34.965.00

8.385.00

8.640.00

14.231.00

780. 00

1,800.00

2.700.00

984.011.00
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吐鼠盗魁二_主

観査旦塾
(1) コスタ リカ

U1
⊂)

日順 年月日(曜日) 出発地 到着地 宿泊地 調査内容

1 平成1.6.12(月) 成田 機中 ･日本出発(ロス経由)

2
〝6.13(火) コスタ.I)カ:サ州セAMIO:00 サンホセ ･コスタl)カ着･日本大使館表敬･SENARA表敬

3 ”6.14(水) サンホセ ”

･SENALu協議

4 〝6.15(木) サンホセ ”

･SENARA調査

5
〝6.16(金)

〟 ”

6 ”6.17(土)
′′ ”

7 〝6.18(日)
′′ ′′

8 〝8､19(月)
”

･SENARAと協議･日本大使館へ報告

9 〝6.20(火)
〟

･資料収集･進藤グアテマラへ出発

10
〝6.21(水)

// ”

ll 〝6.22(木)
”

･SENARA挨拶･日本大使館挨拶

12 ”6.23(金) サンホセ.･A朋.･10.loo ロス:PM4.loo ロス ･コスタ))カ出発

13 ･′6.24(土) t=ス:PM12:00 機中 ･ロス経由

14 〝6.25(日) 成田:PM4:30 ･日本着



蛙尾登魁二三_

調査日程

(2)ど_アテマラ

LJ1
トJ

日順 年月日(曜日) 出発地 到着地 宿泊地 調査内容

1 平成1.6.20(火) コスタT)a:サンホセAMIO:30クー7テマラPMO:30 クー7テマラ･大使館表敬打合せ

2 ”6.21(水)
”

･農業企画庁,農業総務庁

3
”6.22(木)

”

･農業技術庁打合せ､現地調査:チマルテナンコー

4
”6.23(金) サラマ 〝､現地調査:サラマ

5 ”6.24(土) クー7テマラ 〝〟

6 ”6.25(日)
”

･資料整理

7 ”6.26(月)
”

･農業技術庁打合せ､大使館打合せ

8 ”6.27(火) クー丁子マラAM12:00 メキシコPM2:00 メキシコ
･資料収集グアテマラ発､メキシコ着

9
〝6.28(水)

”

･自社

10
”6.29(木)

” 〟

ll ”6.30(金) メキシコAM8:00 // メキシコ発

12 ”7.1(土) 成田着pM5:00 東京着



付属資料- 3

面会者氏名

今回の調査に当たって会見･協議した関係機関および関係者は次のとうりである｡

(1) コスタリカ国

(i)かんがい排水･地下水庁(SENAEA)

総 裁: Ing. Fernando Estrada B.

計 画 局 長∴ Ing. Carlos Salas Fonseca

土木建設局長: Ing. Sergio Salas Arias

Arenal Tempisque支所長: Ing.
_Jaime

Cbacon Fernandez

(ii)日本大使館

渡辺参事官

大上書記官

鮎川経済協力担当官

(2) グアテマラ

(i)農業総務庁(DIGESA)

Sub-Director General : 1ng. k･1ax Molina

Proyectos y Convenios: Ing. Domingo Conde

(ii)農業企画庁(uspADA)

Coordinador General ･
. tng. Hugo A. Orellana Paz

Directora Planificacion Sectorial : lng. Lucia E. Eivas_AIvarado

Jefe Cooperacion Extranjera : Ing. rloracio Lee

Diversificacion Agricola ∫ Comercializacion : Ing. Oscar Orozco

(iii)農業科学技術庁(ICTA)

Gerente General : Ing. Horacio Juares Arellano

Director de Chimaltenango : Ing. Asdrubal Bonilla

Sub-Director de Chimaltenango : Tng. Eduardo Ochoa

lng. Efrain h･1endoza
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(iv)日本大使館

小野 純男特命全権大使

加藤 宏次書記官

(v) JOCV

山際 秀雄
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付属資料- 4

1. 1択集資料リスト

(1)三三之_A_生国

(》 TerlⅥinos de Referencia Estudio de Factibilidad Tecnica Economica en la

construccion de un Puente en la Dsenbocadura del Rio TelnPisque

(チンピスケ河河口域における樋門建設に係る要請書(秦) )

1988年4月sENARA

(参Instituto Meteorologico Nacional Ano del Centenario 1988 - 1988

(国内における気象データ-)

1988年 Ministerio de Eecursos Naturales Energia y Minas

③ Pronedio Anual Brillo Solar en Costa Rica

(国内における年平均日照時間分布図)

④ Tenperatura Minifna PronedioAnual en Costa Rica

(国内における年平均気温分布図)

(9 Precipitacion ProTnedio Mensual en Costa Rica.

(国内における年平均降雨分布図)

(2)王ヱ_三三三国

(D Recomendaciones Tecnicas Agropecuarias para los Departementos de Jutiapa y

JL11apa - ICTA 1988 -

② Instituto de Ciencia y Tecnologia Agricolas - ICTA_ 1987 -

③ ITnpOrtaCiones Autorizadas de Semillas de Hortalizas Periodo 1984 - 1988

④ Atlas Climatologico de la Eepublica de Guatemala 1988

(9 気象データー Chimaltenango, Guatemala. Salama 1980
-

1988
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⑥ プロジュク卜サイト地図 5万分の1 (lo枚) -1980-

⑦ Mapa Climatologico lOO万分の1
I 1975 -

⑧ Mapa de Capacidad Productiva de la`Tierra 50万分の1 I 1980 -

⑨ Mapa de Cuencas 50万分の1 -1973-

⑩ proyecto de lrrigacion Valles Salama -

Chicaj.- DIGESA 1982 -

① Bases y Estrategias Generales del Sector Agropecuario, en el Primer Gobierno

Democrata Cristiano de Guatemala

- Ministerio de Agaricultura, Ganaderia ∫ Almacenacion 1987 -

@ Precios de Semillas - 1988 -
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